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➢ 電事連および電力各社は、六ヶ所再処理工場およびMOX燃料工場のしゅん工に向け、メーカー、ゼネコン
と一丸となり、オールジャパン体制で日本原燃を支援。

➢ 経営層、上層部、実務者の各階層において支援体制を構築し、経営に係るマネジメントへの指導・助言を
はじめ、要員派遣や進捗のモニタリング等、技術面・マネジメント面で必要な支援を実施中。

日本原燃 実務者
（設工認審査、工事、検査・訓練）

実務に係るマネジメント 技術支援、要員派遣等
（90～100名程度）

日本原燃
設工認上層部

実
務
者

電事連
役員

日本原燃 ステアリングチーム

日本原燃 プロジェクトマネージャ

サイクル推進タスクフォース（事務局：電事連）

経営会議（執行役員会等）
陪席（オブザーバー）

⇒経営に係るマネジメントに関する指導・助言等

日本原燃
経営層

指揮・監督 連携

連携
➢要員派遣、進捗のモニタリング等を通じて、日
本原燃を技術面・マネジメント面で支援

説明完了に向けた
審査体制の強化
2026年3月以降、
30名程度追加
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